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杉並区バリアフリー基本構想パブリックコメント結果報告

意見募集期間：平成 25年 5月 11日(土)～6月 10日(月)

持参・郵送 FAX メール 掲示板 計

１２ ９ ４ ８ ３３

●方南町駅整備について ①本文のページ ②本文修正の有無

№ ① 提出意見の趣旨 区の考え方 ②

１ 58 方南町駅にエレベーターが早急に

設置（新設出入口）されるよう、計

画を中期から短期目標に変更するこ

と。東京メトロに対して早期整備を

働きかけること。

方南町駅のバリアフリー化は、事業者であ

る東京地下鉄㈱と協議の上、実施期間を平成

28 年度から 30 年度までの完了を目指す中期
事業としています。バリアフリー化の一日も

早い実現を求める声が強いことから、今後事

業を進めていく中で早期実現を図れるよう、

東京地下鉄㈱と必要な調整や協力を進めてい

きます。また、エレベーター・エスカレータ

ーの設置までに時間がかかることから、先行

して西口に階段昇降機を設置することとして

います。

無

２ 58 方南町駅の階段は、お年寄りや子

供を抱えた母親の昇り降りは大変で

危険なため、一日も早くエレベータ

ー及びエスカレーター設置をお願い

します。

【他、同趣旨意見 ２２項目】

●方南町駅周辺道路について

25 59 方南町駅周辺道路の歩道が狭く人

のすれ違いが難しい（特に環七東側の

方南通り）。バス停の整備なども要望

したい。

方南通りは都市計画道路ですが、環状七号

線から東側はまだ事業が完了しておらず、幅

員が狭くなっています。所管する東京都第三

建設事務所と都市計画道路事業について協議

を行いましたが、現段階では具体的な事業化

の見通しが立たないため、今回事業計画には

挙げられていません。引き続き事業化につい

ての協議を行っていきます。また、バス停の

整備については、今後、関係事業者と具体的

内容について協議を進めてまいります。

無

●歩道段差解消について

26 10 歩道と車道の段差箇所が多く、段

差も大きいので危険です。また、車

道の路肩部分のわだちがひどく転び

そうになった。段差のない自転車優

先レーンを確保して下さい。

道路の段差やわだちについては、適切な路

面補修を行っていきます。また、自転車走行

空間の確保について検討を行っていきます。

無

●遊歩道整備について

27 ― 高円寺地区を分断する高円寺陸橋

を地中化して、人中心の広い道を。駅

から文化と交流の道を。（JR高円寺→
座高円寺、東高円寺・新高円寺・バス

→セシオン杉並・蚕糸の森公園）

高円寺陸橋（環状七号線）の地中化は困難

と考えます。

道路の整備にあたっては、歩行者への配慮

を重視しています。

無
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●ユニバーサルデザインについて

28 82 「バリアフリー」と「ユニバーサルデ
ザイン」の違いについて、理解不足が

ある。

「まちづくり基本方針」と「バリアフ

リー基本構想」での、「ユニバーサル

デザイン」の用語解釈、表記の違いに

ついて、修正を要望します。

「ユニバーサルデザイン」については、「杉並

区総合計画」に記載されている用語解釈、表

記の内容に統一しています。

無

●カラーバリアフリーについて

29 20

36

基本構想の中に色弱者についての

項目が記載されていない。

基本構想の印刷にカラーバリアフリ

ーの配慮が足りない。

【他、同趣旨意見 １項目】

施設等の整備にあたって準拠する各基準に

は、カラーバリアフリーについての配慮が含

まれており、「ユニバーサルデザインのまちづ

くり」をめざして、区内全域のバリアフリー

化を推進するにあたり、カラーバリアフリー

についても取り組んでいきます。基本構想冊

子の図の配色については、改めて検討し改善

します。

【図の配色を変更する】

有

31 ― 段差をなくすこともありがたいで

すが、スロープになっていることが

見えません。また、舗装の切れ目等

に別色を入れるか、段差になってい

る舗装を別色で舗装をしてもらいた

い。

●心のバリアフリーについて

32 16 学校教育の中でバリアフリー・ユ

ニバーサルデザインへの理解教育の

ための時間を確保することは困難で

あり、長い時間をかけて意識を変え

ていく必要がある。まちづくり担当

部署だけでの対応でなく、他の部署

と連携して進めてほしい。

バリアフリー基本構想策定にあたっては、

学校教育担当部署も含め、関連部署との連携

を図りながら進めています。今後も「心のバ

リアフリー」普及啓発活動について、「（仮称）

バリアフリー連絡会」で検証を行うなど、継

続して一人でも多くの区民にバリアフリー・

ユニバーサルデザインの考えを広めていきま

す。

無

33 11

13

夏、買い物途中で立ち止まって休

んでいる高齢者を見かけます。休息

ステーションや車いす貸出所などが

あると手助けしやすいと思います。

また、区職員、建築や福祉などの専

門家に高齢者体験セットを装着し

て、疑似体験する必要があると思い

ます。

基本構想の中で、休憩のためのベンチ設置

検討、職員などの「心のバリアフリー」教育

の推進を取り上げています。

●その他

34 ― 行き止まり道路に表示看板があっ

たが、数日前から無くなってしまい

間違って進入する車が多い。担当箇

所を教えて欲しい。

担当部署より回答済みです。 無

問合せ先 都市整備部都市計画課都市施設担当

電話０３(３３１２)２１１１（代表）


